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移動支保工による連続 PC箱桁橋の施工 

－今村新田高架橋－ 
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１．はじめに 
北陸新幹線，糸魚川今村新田高架橋は，新潟県糸魚川市に

位置する延長 1,588mの 4径間 5連，5径間 5連からなる PC
連続箱桁橋であり，弊社施工の姫川橋りょう(フィンバック構
造)に続く高架橋である． 
下部構造は壁式橋脚，基礎形式は直接基礎および杭基礎を

採用している． 
架設方法として，45 径間のうち，JR 北陸本線近接部を含

め 16径間を一般的な固定支保工，29径間は 1 基の移動支保
工により架設した．これらの架設方法は，経済性および工期

を考慮して決定した． 
施工上の特に配慮を必要とした点は，移動支保工施工部に，

多数の民家隣接箇所と，国道 8 号線との交差部を含んでいた
ことであった．加えて，移動支保工の組立は JRとの近接箇所
で行わなければならなかった点でも，配慮を要した．ここで

は，移動支保工での施工について報告する． 
 

２．橋梁概要 
本高架橋の構造形式は，上部構造が 4 径間連続 PC 箱桁(5

連)および 5径間連続 PC箱桁(4連)，下部構造が壁式橋脚，基
礎形式は直接基礎および杭基礎を採用している(図-1, 2)．本
高架橋の構造および施工における特徴は次のとおりである． 

(1) 等桁高多径間連続 PC箱桁を採用し，連続性を強調して
桁下空間の開放感を確保した． 

(2) 日本海側における冬季施工を考慮して，外面を防音パネ
ル等で囲った移動式支保工を採用し，通年施工を可能に

した． 
(3) 施工済みの姫川橋りょうに隣接する桁は，移動支保工上
においてデットアンカーを用いた緊張を併用した． 

橋梁諸元を以下に挙げる． 
[橋梁諸元] 
線名：北陸新幹線(長野・金沢間) 

橋りょう形式：4径間連続 PC箱桁橋・5連 
5径間連続 PC箱桁橋・5連 

橋長：1,588m 
支間：2@35m+3@32m，2@32m+3@37m 

2@32m+2@35m，35m+3@37m 
4@37m，3@37m+2@35m 
3@35m+37m，3@37m+35m 
5@35m，5@35m 

総幅員：11.7m～11.8m 
主桁構造：箱桁断面桁高 2.20m 
平面線形：直線～R=6000m 
列車荷重：標準活荷重 P-16 
設計最高速度：Ｖ=260km/h 
軌道構造：スラブ軌道(貯雪式) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 断面図(直線部) 
 
３．移動支保工架設の概要 
本橋では，桁下空間の確保，支間割，橋脚形状等の理由に

よりハンガータイプの移動支保工を採用した(写真-1)．ハンガ
ータイプは，二組の架設桁より吊り下げた型枠で主桁コンク

リート荷重を支持する．架設桁は前方部に手延桁を設け，前

方 R1，後方 R2の支持架台に据え付けられ，最後方に走行装

 
 
 
 
 

図-1 橋梁全体図および架設工法 
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置がある(図-3)． 
外型枠は，側型枠と底型枠が一体となっており，移動時に

橋脚と干渉しないよう左右に分割できる開閉可能な構造であ

る． 

 

写真-1 移動支保工(移動時) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 施工ステップ図 
また，本橋の移動支保工での標準施工サイクルは，17日で

あった(表-1)． 
表-1 標準施工サイクル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．施工における課題と対応 

4.1 国道交差部での施工上の課題 
国土交通省との施工協議で，施工時の安全性を確保するた

めに以下の条件が付された． 
(1) 交差点の直前のみに高さ制限門構を設置した場合，高さ
を超過した車両の転回スペースがないため，大型車両が

迂回可能なルートを設定し，迂回を促す高さ警告装置を

設置すること． 
(2) 高さ制限門構を設置しない場合は，桁下空間高さを 4.5
ｍ以上確保すること． 

上記に加えて，通行規制は，安全上，昼間の実施が望まし

いとの条件が示された． 
(1)は，門構の設置箇所が多くなり，費用も高額となること

が予想された．そこで，経済比較の結果，(2)を採用すること
にした． 
ただし，国道交差部の桁下空間確保のため，型枠設備の改

造が必要となった． 
4.2 型枠設備の改造 
型枠設備の改造により，車輌通行のための桁下空間確保と

落下物防護を行う必要があった．これらに対する検討および

国土交通省との協議を経て，型枠主梁構造を変更することで，

落下物防護を含め桁下空間高さ 4.5ｍを確保を可能とした． 
ここで，落下物防護は，合板による全面板張り防護とした． 

4.3 国道交差部の交通規制 
国道上で移動支保工を移動させる時には，交通規制が必要

となった．ただし，全面通行止めは，R1支持架台が国道上を
通過する時のみとした．移動支保工全体の移動時は，橋脚部

のみで型枠を開き，国道直上では型枠を閉じることで，片側

交互通行規制で対応することとした(写真-2)．なお，これらの
作業は昼間に行った． 

 
写真-2 国道交差部での支保工移動状況 

 
５．おわりに 
鉄道高架橋の最近の事例は単純Ｔ形桁が多く，本橋のよう

に移動支保工により施工される PC 連続桁形式鉄道高架は他
に例を見ない．移動支保工による架設により，国道 8 号線の
通行を極力阻害することなく施工することができた．本工事

に多大な協力支援を頂いた関係各位に感謝するとともに，今

後の類似施工の一助になれば幸いです． 
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